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研究成果の概要：1930 年代の芸術家バイヤー、チヒョルト（ドイツ）、モドレイ、ノイラート

（オーストリア）、ストナー（チェコスロヴァキア）の英国および米国への亡命・移住によって

ニュー・タイポグラフィ、アイソタイプ、写真広告などのグラフィックデザインの理論と技術

が移植され、戦後デザインの基盤形成を果たした。その際パーシー・ランド・ハンフリーズ社、

スィーツ・カタログ会社が重要な要となった。研究成果はシンポジウム「越境のグラフィズム」

開催と論文集『グラフィックデザイン 1930』Fuji Xerox (2008)にまとめ、一般に公表した。 
 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2006 年度 1,500,000 0 1,500,000 

2007 年度 1,600,000 480,000 2,080,000 

2008 年度 300,000 90,000 390,000 

年度  

  年度  

総 計 3,400,000 570,000 3,970,000 

 
 
研究分野：人文学 
科研費の分科・細目：哲学 美学・美術史 
キーワード：デザイン史、グラフィックデザイン、モダニズム、印刷メディア、越境 
 
１．研究開始当初の背景 
 研究代表者は研究課題「両大戦間期におけ
る中東欧のグラフィックデザインに関する
歴史的研究」（平成 16－17 年度科研費、萌芽
研究）に基づき、グラフィックデザインとナ
ショナル・アイデンティティの関係を調査・
研究してきた。この研究過程で、中東欧の芸
術家たちが西側諸国へ亡命・移住し、当地の
固有な文化と結びつき、独自の視覚表現を創
造してきたことが解明された。彼らの視覚表
現は①日本のデザイン運動に重大な影響を
与え漢字文字の新しい活版印刷を促したこ

と②アメリカのモダンデザイン運動に拡散
していったことが浮き彫りにされた。この研
究をさらに発展させたのが、本研究である。 
 
２．研究の目的 
 本研究はモダニズム期のグラフィックデ
ザインについて、モダニズムの芸術思想に基
づき、印刷技術と媒体、写真とグラフィズム、
活字とタイポグラフィ、情報グラフィックス
の観点からグラフィックデザインの全体像
をつかむことを目的としている。特に以下の 
４点について解明する。 
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(1) アヴァンギャルド芸術運動における映
像と活字の融合というグラフィズムの手法
がどのように応用されたか。 
(2) デザイナー組織、印刷業界の国際性はい
かに獲得されたか。 
(3) 日本における欧米の方法論の受容はい
かに行われたか。 
(4) 芸術家の越境による「地域性」はいかに
「国際性」に変容したか。 
 
３．研究の方法 
(1)研究代表者と分担者は、表現手段に関する
以下４つのグループに分かれ調査・研究をす
すめた。（）は担当者。 
①印刷手段と媒体（西村） 
②写真とグラフィズム（井口・菅） 
③活字とタイポグラフィ（山本） 
④情報グラフィックス（伊原） 
資料調査は 2006 年度にヴィクトリア・アン
ド・アルバート博物館、英国（井口）、アウ
トルック博物館、英国（伊原）、パリ装飾美
術館、仏国（菅）にて、2007 年度にセント・
ブライド印刷図書館、英国（山本）、ハンガ
リー・ナショナル・ギャラリー（井口）、大
阪中之島図書館（西村）、富士ゼロックスコ
レクション、宇都宮美術館（井口、西村、菅）、
多摩美術大学美術館（山本）にて、2008 年
度にベオグラード国立博物館、国立図書館、
リュブリアナ演劇博物館（井口）にて実施し
た。 
(2)調査結果に基づき、中東欧の芸術家が英国
や米国へ亡命・移住し、あるいは日本で受容
された際、異なる歴史や文化をもつ土地での
表現活動において、それまで培った国民主義
的表現がどのように変容され国際性を獲得
したかを検討した。 
(3)個々の芸術家に関する未研究部分を補完
し、グラフィックデザインの全体像を解明し
た。 
 
４．研究成果 
本研究課題の主要な成果は、モダニズム期

の特徴としてこれまで議論されてきた「地域
性」と「国際性」の問題を、思想と文化の越
境と重ねあわせ、ナショナルな表象が国際性
へと変容・拡大する様相が解明された点にあ
る。グラフィックデザインの表現形式（①印
刷手段と媒体②写真とグラフィズム③活字
とタイポグラフィ④情報グラフィックス）と
生産品（書籍、ポスター、サイン・ピクトグ
ラム、チラシや冊子）は相互に関係し、芸術
家の国際組織と印刷業界の国際性の獲得を
通じて、世界的規模で拡大するグラフィック
デザインの基盤が形成された。 
 ２年目に開催したシンポジウム「越境のグ
ラフィズム：1930」（六本木ミッドタウン、
2007 年 11 月 3 日）では分担者ならびに海外

研究協力者のジェレミー・エンズレイ教授
（王立美術大学院、英国）による研究報告が
行われた。以下は報告内容である。 
 
(1)ヨーロッパのデザイン思想のアメリカへ
の波及について、アメリカへ亡命したチェコ
人のラディスラフ・ストナーの仕事を中心に、
欧州と米国の歴史的、社会的背景の違いを比
較しつつ検証した。ストナーはＬ．モホイ＝
ナジ、チヒョルト、カレル・タイゲの理論と
深く関係し、国際展覧会と教育活動が主たる
仕事であったが、亡命後の 1940 年代以降の
ニューヨークでは、アメリカの大量消費型社
会において「スィーツ・カタログ・サービス」
会社との協働により、グラフィックデザイン
をプロダクトデザインの領域へと結びつけ、
アメリカ型デザインを新たに誕生させるこ
ととなった。同時期にアメリカへ亡命したモ
ホイ＝ナジの『ヴィジョン・イン・モーショ
ン』とジョルジュ・ケペシュの『視覚言語』
では、ヨーロッパの視覚伝達理論が述べられ
ているのに対して、ストナーの『ヴィジュア
ル・デザイン・イン・アクション』では、ア
メリカ型の「情報デザイン」という概念が確
立された。 
（井口壽乃「チェコスロヴァキアのモダニズ
ムとアメリカへの越境：ラディスラフ・スト
ナーのグラフィックデザイン」） 
 
(2)情報グラフィックスの問題を、アイソタイ
プ運動の担い手のルドルフ・モドレイとオッ
トー・ノイラートの関係に注目し、アメリカ
への波及について検証した。モドレイは、ノ
イラートによって設立されたウィーン社会
経済ミュージアムに関係したのち、1930 年
に渡米し図像統計による独自のビジネスを
展開した。戦後、彼が設立した「グリフス」
社は、シンボルの国際的な標準化に尽力し、
日本の勝見勝や太田幸夫とも交流し、日本の
デザイン界に少なからず影響を与えた。本研
究ではウィーン社会経済ミュージアムのア
メリカへの進出について、「サーベイグラフ
ィック」誌、「視覚教育研究所」、「図像統計
会社」設立の経緯の検証を通じて、ヨーロッ
パ型アイソタイプのアメリカ化の問題を論
じた。 
（伊原久裕「アイソタイプ運動のアメリカへ
の波及－1930 年代におけるルドルフ・モド
レイの活動をめぐって」） 
 
(3)活字とタイポグラフィの越境に関しては、
チヒョルトによるニュー・タイポグラフィ理
論（1928）のイギリスへ影響について、1930
年代イギリス製モダン・サンセリフ体活字を
中心に検証した。バウアー鋳造所の〈フーツ
ラ〉、クリングシュポール鋳造所の〈カベル〉、
モノタイプ社の〈ギル・サン〉には、一定の



 

 

「時代性」が存在し、国際的に通用すること
を前提としていた。チヒョルトの前衛性が印
刷の伝統国イギリスで、修正されつつ伝統へ
歩みよって実用化された。 
（山本政幸「1930 年代イギリスにおけるニ
ュー・タイポグラフィの導入」） 
 
(4)印刷出版に関するイギリスへの越境につ
いては、ドイツ・バウハウスの芸術家の移住
による功績が大きい。その際印刷会社パーシ
ー・ランド・ハンフリーズ社は彼らに印刷物
のデザインを依頼するのみならず、自社の建
物の一部をスタジオとして開放し、展覧会の
機会を与えるなどの支援活動を行った。マク
ナイト・コーファー、フランシス・ブリュギ
エールの展覧会およびデザインは、ハンフリ
ーズ社を通じてイギリスの 1930 年代のデザ
イン界に与えた。さらにハンフリーズ社の印
刷物『ペンローズ・アニュアル』と『フォー
カス』誌は、チヒョルト、モホイ＝ナジ、ギ
ーディオン、ル・コルビュジエらの理論をイ
ギリスに伝播する媒体となった。 
（菅靖子「パーシー・ランド・ハンフリーズ
社と越境のデザイナーたち：1930 年代イギ
リスのモダニズム」） 
 
(5)日本の欧風化と大衆文化の発展過程（大正
期～昭和 10 年代）には、ファッション・プ
レートと化粧品広告、化粧品のパッケージデ
ザインに、フランスのグラフィックデザイン
の強い影響がみられる。その際、中山太陽堂、
資生堂のアール・ヌーボー調、アール・デコ
調のデザインが、日本の化粧文化、女性の洋
装文化の発展の媒体となった。（西村美香「日
本の化粧文化に見られる西洋デザインの伝
播」） 
フランスの広告デザインの越境に関しては、
研究の深化が求められるところであり、最終
年度に連携研究者・吉田紀子（中央大学）を
招聘して「２０世紀初期フランスのポスター
をめぐる広告について」の報告をうけた。 
 

以上、国際的なレベルでグラフィックデザ
インに関する研究として東欧出身の芸術家
に注目した研究では、数少ない研究のうちの
ひとつであり、国内においては唯一の研究で
ある。（“Czechoslovak Avant-garde Design as 
Construction: The Czechoslovak Pavilion at the 
International Exhibition of Art and Technology in 
Modern Life, Paris, 1937”, Toshino IGUCHI, 
6th.International Conference Design History and 
Studies, 査読有, 164-167 (2008)） 

最終年度の 2008 年度に調査の過程で発見
されたベオグラード国立博物館、国立図書館
（セルビア）、リュブリアナ演劇美術館（ス
ロベニア）の所蔵品、ユーゴスラヴィアの雑
誌関連については、国際的にみて未公開や研

究が浅いものも多く、一部は、2009 年度に公
表を予定している（Avant-garde Design Beyond 
Borders: The Slovene Constructivist Avgust 
Cernigoj, Toshino IGUCHI, The 3rd. International 
Association of Societies of Design Research 
2009 October 19-22, COEX Seoul, 採択済）が、
今後調査・研究の継続の必要がある。 

さらに、国内でモダニズム期のグラフィッ
クデザインに関する歴史研究についての国
際的な視点でヨーロッパ、アメリカ、日本を
比較した研究は、本研究が先端研究である。
特に調査の過程で発見された国内の未公開
のコレクションを含むグラフィック関連資
料（富士ゼロックス株式会社、多摩美術大学、
宇都宮美術館、横田茂ギャラリー、個人コレ
クション）には、歴史的価値のあるものが多
く、それらによって日本の初期モダニズム期
のデザインの欧米との関係が実証された。 
（西村美香「日本の化粧文化に見られる西洋
デザインの伝播」『グラフィックデザイン
1930:版画、写真、タイポグラフィ、アイソ
タイプ』富士ゼロックス、2007）。 
 
５．主な発表論文等 
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